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１ はじめに ～自己紹介～

泉房穂（いずみ ふさほ）

 1963年明石生まれ

 社会福祉士

 弁護士

 元 衆議院議員 超党派での議員立法制定に奔走

 元 ＮＨＫディレクター

 2011年より明石市長（現在３期目）

 柔道３段、手話検定２級、明石タコ検定初代達人
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２「魅力あるまち」とは

魅力あるまち ＝ やさしいまち

“人々の営み”に光をあてたまち

⇒“ひとりひとりの希望が叶う”

まち
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人 口 約３０万人

面 積 約５０ｋ㎡

※自治体名下の数値は平成30年の人口動態

明石市の紹介
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明石市の社会動態
（2013～2018年）
6年間の転出入の増減人数

子育て層の転入が顕著
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やさしいまち 明石
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「あかしのまちの好循環」が加速しています

住む人（定住人口）
６年連続増加！ 来る人（交流人口）

４割増加！

地域経済の活性化

出生数４年連続増加！

市税収入６年連続増加
個人市民税
固定資産税
都市計画税
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合計特殊出生率
（平成29年）

明石市 １.６４

兵庫県 １.４７

全 国 １.４３

2012  2013  2014  2015  2016  2017  2018

2,692

2,627

2,570

2,652

2,713
2,730

2,819人

出生数、出生率の増加 ４年連続

赤ちゃん
４年連続増
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住宅需要の増加 +７８５戸

1,889戸(H24)→ 2,674戸(H28)新築戸数

商店街の賑い（中心市街地）

・来訪者 +13,465人

19,650人(H27) → 33,115人(H30)

・新規出店 +200％達成

（年12店舗 → 24店舗）

６
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▶ さらなる施策の充実
魅力の向上へ
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市民満足度 が大きく向上！

明石が好き 住みやすい

2014年

80.6％
2014年

83.0％

2019年

90.8％
2019年

91.2％

まちづくり市民意識調査

「明石のまちに
愛着を感じる」 と
回答した人の割合

「住んでいる地域が
住みやすい」 と
回答した人の割合
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項目
2014
年度

2019
年度

２０１９
目標値

明石のまちに愛着を
感じる人の割合

80.6
％

90.8

％↑
85.0
％

住みやすいと
思う人の割合

83.0
％

91.2

％↑
88.0
％

住み続けたいと
思う人の割合

70.5
％

81.7

％↑
75.0
％

子育て環境が良いと
思う人の割合

49.4
％

70.7

％↑
55.0
％

緑や海、公園など
自然が豊かであると
思う人の割合

70.2
％

78.5

％↑
75.0
％

市民意識調査の結果（明石市総合戦略の数値目標）
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人々の

「暮らす」「育てる」

に特化したソフト施策
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３“人”にやさしいまちづくり
すべての人にやさしいまち宣言

明石市は、市制施行１００周年を契機に、

次なる１００年を見据えて、持続可能な社会の実現に向けて、

「誰にもやさしいまちづくり」を一層推進し、

全世界が取り組む目標であるSDGsの理念を反映した

「いつまでも」「すべての人に」「やさしい」まちを

創造していくことを宣言いたします。

２０１９年１１月１日

明石市長 泉 房穂

明石市制施行100周年記念式典にて
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こども総合支援
すべての子どもたちを

まちのみんなで 本気で応援する
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高齢者支援

一人暮らしのお年寄り（65歳以上）に

あたたかい給食を提供

≪ 参加者の声 ≫

「 外出する機会が増えました 」

「 一人で食べるよりもみんなと
一緒に食べると楽しいですよ 」

みんなの給食

➡ 安心して暮らせる地域づくり
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障害者支援 ～当たり前を変えたい～
 手話言語・障害者コミュニケーション条例の制定

 障害者配慮条例の制定

 公的助成制度の創設

まちの風景が変わっています
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犯罪被害者支援

更なる支援拡充のため、2018年4月条例改正

▶ 立替支援金の対象拡大

▶ 再提訴支援

▶ 真相究明支援

総合支援条例 明石市犯罪被害者等の支援に関する条例

▷ 総合的支援（相談／生活／経済的）

▷立替支援金制度の創設

▷ 二次被害防止を明記

明日被害に遭うかもしれない

「すべての市民」のためのセーフティネット施策
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更生支援 ～おかえりの言えるまち～

・更生支援ネットワーク会議の創設

（司法・行政・地域が連携して再犯防止）

・あかし更生支援フェアの開催

・更生支援及び再犯防止に関する条例の制定

＜条例のポイント＞

▷条例名：更生支援？再犯防止？

▷関係機関等の役割・連携

▷地域社会における共生

▷地域活動への参加促進

▷市民の理解と民間への援助

条例制定はゴールではなくスタート！
明石はリーディングシティ！
これからの取り組みにも
期待しています

【参加した市民の声】

もっとこういう取り組みを広
めていって欲しいし、頑張っ
てほしい。

江川紹子氏

あかし更生支援フェア
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手を伸ばせば本に届くまち

・本はやさしさ、勇気

・お金がないときこそ公が本を買う。図書館は「自分の本棚」

・ブックファースト／ブックセカンド

・絵本保育士の養成

・移動図書館車２台で市内７８ヵ所に本をお届け

保育所、幼稚園、こども食堂、放課後児童クラブ、高齢者施設、病院など

市内すみずみまで巡回
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４ やさしい社会を明石から

やさしい社会

＝ 魅力ある社会

＝ ひとりひとりの希望が叶う社会
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“明石から”とは・・・

① 国を待つことなく明石から

…市民により近い基礎自治体から始める

② 明石から全国に

…明石市でできることは、

ほかの自治体でもできる
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昨日までと同じ明日ではない

社会や個人の抱える課題の

複雑化、多様化

自治体の役割

➡ 時代・市民ニーズに即した

施策に率先して取り組むこと
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「やさしいまち」は「強いまち」

ご清聴 ありがとうございました


